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ハワイ英語で使われる日本語起源借用語
一話者属性による使用状況および音韻論的特徴について一
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1.は じめに
ハワイにおける 日本語関連の研究論文は数多 く刊行 されている。それ らは 「ハワイの
日本語」に注 目したもの と、 日系人が話すハ ワイ英語 を分析 したものに大 きく別 けるこ
とができる。前者 に関 していえば、朝 日 ・ロング2011で 談話 における方言的特徴を分析
し、文献 を リス トアップ してい る。また後者に関 してい えば、ロング他2015で ハワイ英
語にお ける日本語起源借用語(JOL=Japaneseoriginloanwords)の 分析 を行ない、同様先
行研究の リス トを提示 している。 しか し、JOLの 実際の音声学的(音 韻論的)特 徴 に注
目した研究やその社会言語学的使用状況 に焦点 を当てた研究はこれまで少 なかった(使
用 に関す る数少 ない研 究例 として 島田2006、 島 田他2014、 ハナ シ ロ ・島 田2011、
Fukuzawa・Hiramoto2004を 参照 されたい)。
本稿ではハ ワイ英語JOLの 音声お よび使用状況に注 目す る。2018年9.月 に現地ハ ワ
イで行 った聞 き取 り調査お よび文献調査で分 かった新な事実について考察す る。まずは、
shimpai(見 合い結婚)とbobura(か ぼちゃ、 日本 か ら来た 日本人)と い う二つの語 に注
目する。次 に、ハ ワイ英語 で使われ るJOLの70項 目に注 目して、話者の属性(ハ ワイ
出身か どうか)に よる使用状況について分析 を行 な う。 さらに、 日系3世 話者への調査
に基づいて、ハ ワイ英語JOLに み られるい くつかの音韻論的特徴について考察 し、その
音韻体系を明 らかにすることを目的 とす る。
なお、本稿で言 う 「ハ ワイ英語」はCaPK1972)な どに従い、ハ ワイで使われている変種
の連続体(continuum)と して扱 う。す なわち、接触言語の特徴が色濃 く残 ってい るハ ワイ
クレオール英語 とい う下位変種(basilect)から、「ハワイ標準英語」とい う上位変種(acrolect)
までの幅広い変種 の総称 として用 いる。
2.日 本の方言に由来するハワイ英語の借用語
ハワイ英語JOLは 、いわゆる標準 日本語に起源語を持つものだけではない。移民とし









研 究 ノー ト
2.1.shimpai
ハワイ英語において 「お見合い」の意味でshimpaiが 使 われてい ることは今までの研
究で知 られていたが、文献調査 によってその意 味合いや使用実態が より明確 になってき
た。そ して 日本諸方言におけるこの単語のルー ツが明 らかになったのである。
語形 は標 準 日本語 の 「心配」 と同 じであるが、意味は標 準 日本語 の もの とは異な る。
ハ ワイ英語 においては 「結婚相手を探 してあげる」とい うような意味で用い られている。
さらに、shimpaimanriage「 お見合い結婚」 とい う日英語混合の複合語 としても文献 に登







(下 線 は 引 用 者 に よ る 。)
こ こ で は 、shimpaimarriageがmatch-mademarriageの 意 味 で 用 い られ 、10ve-marriageと
対 立 す る概 念 で あ る と認 識 され て い る こ とが 確 認 で き る。 ま た 、shimpaimarriageの 他 、
baikair血(s)「 媒 酌 人 、 仲 人 」 と い うJOLも 確 認 で き る。
ハ ワ イ 大 学 に も所 蔵 され て い る 『Nisei』 と い う雑 誌 の 第9号(Kubojiri1955)や 、Dermis
MOgawa(1978)で も 、shirnpaimaniageに つ い て 知 る こ と が で き る 。 下 記 の 引 用 は











ところ、島根県と長崎県で 「心配人」とい う語が 「媒酌人、仲人」という意味で使用さ















ロング他(2015)で は、bobulaが 「日本本国か ら来た 日本人(す なわち 日系アメ リカ人
でない人)の ことを指す語」 として紹介 されてお り、その命名理由は 「日本本国か ら来
た 日本人の頭がかぼちゃに似ていたか ら」である とされている。このboburaと い う形は
DenshoEncyclopedia(2018)、 「F()nouchi(2005:10)、Sakoda&Siegel(2003:110)、Kimura(1988:31-
32)に登場する。
国立国語研究所 の 『日本言語地図』第4集 を見ると、標準 日本語の 「かぼちゃ」を意
味する語 として、「ボ(一)ブ ラ」ない し 「ボ(一)ボ ラ」が九州西部か ら山 口県にかけ
て多数分布 していることが確認できる(図1)。
bobulaやboboraに 英語のheadを つ けてboburaheadやboboraheadと した例 も見つか
っている。 これ らの語 はポル トガル語の αゐ伽 用 が 日本語(主 に西 日本方言)に 借用 さ
れ、そこか らさらにハ ワイに伝わった とされ てお り(ロ ング他2015)、 観光客 を含む、
日本本国か ら来た 日本人 を小 ばかにする言い方であるとい う。
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図1「 ボ(一)ブ ラ」 と 「ボ(一)ボ ラ」 の西 日本における分布
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本節では、ハワイに借用語として伝わった日本語の うち、標準日本語以外に由来する
と考えられる代表的な2例 を紹介 した。この他にも、魚の名前などに西 日本方言から借
用されたと考えられるJOLが いくっか見っかっているが、それらに関しては稿を改めて





借用語」とされる70語 に関する調査を実施 した。17名 の調査対象者の うち、約半数(9
人)が ハワイ出身者であり、残 りの約半数(8人)が 、アメリカ本土や外国などハワイ
以外の地域の出身者(以 下、他地域出身者)で あった。表1に 示す通 り、今回調査 した
日本語起源借用語70語 の うち、ハワイ出身者が 「聞くことがある」と回答 したのは8～
26語 であり、平均すると19.6語 であった。それに対 し、他地域出身者が 「聞くことがあ







当然 な が ら、 「日本 語 起 源 借 用 語 」 と一 言 で い っ て も 、 認 知 度 は 一 様 で は な い 。17名
の 調 査 対 象 者 の 中 で 認 知 度 が 特 に 高 い もの と して は 、banzal(万 歳)、o伽 舵η5伽(鳥 肌)、
goshlshi(小 便 す る)、zone(梅 干 し)、 α加h卿(サ ー タ ー ア ン ダ ギ ー)が あ る こ と が 分 か
っ た 。 こ の うち 、andangiは 沖 縄 起 源 で あ る。 こ の 語 は 、 日本 国 内 の他 地 域 に お い て は 、
そ れ ほ ど広 く知 られ て い る わ け で は な い 。 東 京 よ りハ ワ イ で よ く用 い られ て い る と した
ら興 味 深 い 。
回 答 者 の 約 半 数 が 知 っ て い る と した 語 に はhzinZlahhecnt(ハ ワ イ 日系 人 一 米 国 本 土 日
系 人 が 使 うこ と ば)、obachcm,bahα(祖 母 、年 配 の 女 陶 、Ojichcm,Ojiichan(祖 父 、年 配 の
男 性)、arigats(あ りが と う)、bondance(盆 踊 り)、bakOC馬 鹿)、bachi(罰)、 αtsui(暑
い 、 熱 い)が あ っ た 。
あ ま り知 られ て い な い と い う結 果 が 出 た 語 はbasan,baachan,bachan,babcm(祖 母 、 年
配 の 女 性)、 σ1(祖 父 、年 配 の 男 性)、cho-cholis(た ら こ 唇)、hanabatadays(幼 少 期)、
hanahata(鼻 水)、 〃2躍ρ磁1eyes(大 き な 目)、ogo(海 苔)、hakOtare(,馬 鹿 た れ)、hocha
(浴槽)、ohake(お 化 け)、gullagulla(疾)で あ る。
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調査 して驚いたのはzoris(草 履)で あった。調査す る前に知名度100%に 近い と思っ
ていたが、「知 ってい る」とした回答が予想 に反 して1つ しか無かった。む しろ多 くの回
答者 が 「サンダル」を意味す る吻 脚 加 にな じみが あることが分かった。
既 に挙げた通 り、「おばあちゃん」と 「お ばちゃん」、「お じいちゃん」と 「お じちゃん」
のよ うに、母音の長短で区別 され る単語がハ ワイ英語で借用 されてい る。一般 に、アメ
リカ本土英語の諸方言では母音の長短が弁別 的でないが、ハ ワイ英語は果た して どうだ
ろ うか。今回の調査 では、ハ ワイ英語においても長短 の区別が失 われてい ることを作業
仮説に していた。結論は複雑であった。BachanとBaachan、JichanとJiichanと いった限
られた語に関 して、母音の長短 による区別が 日系人に残ってい ることがこれ までの聞 き
取 りで分かっている(ロ ング他2015:147)。 しか し、日系人以外の人には長短 の区別が残
っていないことが今回の調査で分 かった。その代 わ りに、別 の手段 によって似た語 の使
い分けが新たに生 じてい るとい う傾向がみ られた。完全に区別 されているわけではない
ものの、ohaehanが 「祖母」、babaが 「年配 の女性」の意味でそれぞれ用い られ る傾向が
高いこ とが分かった。 同様 に、(麹 加ηは 「祖父」、(夢は 「年配の男 性」の意味で用い ら
れ る傾向がそれぞれ高い ことも分 かった(表2)。 なお、日本 国内の 日本語では母音の長
短によって、自己よ り二っ上の世代の 「ばあ ・じい」系の語彙 と、一つ上の世代(親 の
兄弟)の 「おば ・お じ」系の語彙が区別 され る。 この区別 を保 っているハ ワイ 日系人が






















を獲得 し始めてお り、意味分岐が生 じていることが明らかになった。
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4.音 韻論 的特徴
この節では、ハ ワイ英語で使 われるJOLの 音韻論的特徴について解説す る。2018年9
月21日 、ハ ワイ大学で 「ピジン」(ハワイ クレオール)に 関す る授業 を担 当 してい るKent
Sakodaの 協力 を得て、ハ ワイ英語で使用 され るJOL304語 を録 音した。日系三世のSak(Xla
氏はKaua,i島 のHanapepe町 に生まれ 、1950-60年 代をそ こで過 ごしている。Hawai'i島
の高校、そ して米国本土の大学 を卒業 した後 、人学院のためoahu島 に移 り住んで現在
に至っている。Sakodaは ハ ワイクレオール英語 研究の第一人者 であ り、著書 にはPidgin
Gr-:AnIntroductiontotheCreoleLanguageofHawaii(嬬)な どがある。瀦 調査の
場所はハ ワイ大学CenterforLanguageandTechnologyの 録 音スタジオである。
以下ではハ ワイ英語 のJOLに み られ るい くつ かの音韻論的 な課題 を取 り上げて、
Sakoda氏 の発音(場 合 によってはそれ以外の情報)を 基に検討 を行 な う。まずは子音の
発音に注 目して(1)「フ」の子音、(2)ラ 行子音 、(3)ガ 行子音、(4)タ行子音の語 中の弾き
音化 、(5)「ツ」の発音 と音節境界を考察す る。次に母音に注 目して(6)「 ブ」と 「ボ」の
混交、(7)語末工段母音の音配列規則 による変化、(8)母音の無声化 を考える。最後に特殊
拍の問題 として(9)促音の有無 と(10)母音長短の区別、を分析す る。なお、超分節的特徴
や音節構造 の特徴 を、紙幅 のために本稿で取 り上げないことに してい るが、今後 これの
観点か ら英語 と日本語 の接触 を追究 したい。すなわち、基本的には強弱アクセ ン トを持
つハワイ英語のJOLへ の、高低アクセ ン トの影響にっいて考察 したい。また、ハワイ英
語は音節構造 になってい るが、モー ラ単位 の影響についても今後検討 したい。
4.1.「 フ」の子音
日本語の 「フ」をローマ字で"f'と表記す るが、 日本語の 「フ」は両唇摩擦音[φ]である
のに対 して、英語の/σは唇歯摩擦音国である。 さて、問題 はハ ワイ英語のJOLで 使われ
る子音は どれか とい うことである。結論か ら言 うと、今 回分かったのは、日本語の 「フ」
はハワイ英語のJOLに なると[Φ]ではなく、国の ように発音 され る。今 回の録音調査で発
音 してもらったfugn['fUgU](ふ ぐ)は 明 らかに唇歯音である。他に蜘gゴ(フ クギ)や
ガ㎞o(歓 紗寿司)、fUikOke(ふ りかけ)、faro(風 呂)、。加o〃2α々 (太 巻 き)、tofa(豆 腐)
にも国が確認 できた。また、英語起源のfaifofo(小 便す る)も やは り[魚if)fo]と発音 され
る。この語 は複雑な言葉の遊び心がみ られ る英語 ・日本語混交形 に由来す る。その成 り
立 ちは、まず、「goし い しい」(小 便 しに行 く)と い う表現 を 「五 四四」 と読み換 えて、
さらにこれ を標準英語 の 「fivef()urfour」に当たるハ ワイク レオール英語の(語 末子音が
脱落 した発音)"faifofo"で 発音 している。
4.2.ラ 行子音
日本語の 「油揚 げ」に由来す るハ ワイ英語 のaburageは[abufage]の う'f'音は一般アメリカ
英語のような歯茎接近音国ではなく、 日本語の弾き音[f]として発音 されている。一般アメリ
カ英語にも弾き音[f]は母音間〃や/d切 異音 として現れ、アメ リカ英語の多くの変種において
`¥idefりと``writef'は同音語[Jaha]と発音 され る
。しか し、これ らの変種で改まった発音 となると、
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そ れ ぞれ[Jaid司 と[Jai恰]とな り区別 され る。一 般 ア メ リカ英 語 に お い て もハ ワイ 英 語 に お い て
も弾 き 音[f]と い う発 音 は存 在 す る が 、 前 者 にお い て そ れ が 単 な る 異 音 とな っ て い るの に 対 し
て 、後 者 で は独 立 した音 素 とな っ て い る。 この 点 は 大 き く異 な っ て お り、 ハ ワイ英 語 の 音 素
目録 そ の もの が 一 般 ア メ リカ英 語 の そ れ と異 な る こ と を も意 味 して い る。
一 般 ア メ リカ 英 語 な らば 上 記 の よ う に 弾 き 音 化 が予 想 され るajinomoto[ad3inomoto](味
の素)やbutatama[butatama]「 豚 肉 の お好 み 焼 き」 はハ ワイ英 語 で は 語 中 の[t]が歯 茎 破 裂 音 の
ま ま で発 音 され る(「4.4.タ 行 子 音 の 語 中 の 弾 き音 化 」 参 照)。
ハ ワ イ 英 語JOLの ラ行 子 音 は 、 歯 茎 接 近 音 国 で は な く弾 き音 国 と して発 音 され る こ とを
強 調 す る た め に 、 表 記 を様 々 に 工 夫 して い る。 例 え ばPidgintodaMaxと い う本 で は 、 綴 り字
"r"に 対 応 す る発 音 を表 す 際 に は"d"を 使 用 して い る
。 例 と して 、"giri-giri"(giddyGIDDY)「 旋
毛 、 くせ 毛 」、"karai"(kaDIE)「 辛 い 」、"bakatare"(bahkahTAHdeh)馬 鹿 たれ 」、"bobura"(BO
boodah)(ボ ー ブ ラ ー か ぼ ち ゃ → 日本 生 ま れ 育 ち の 人 を 軽 視 した 言 い 方)な どが 挙 げ られ る
(本 の 中 で は 、大 文 字 で ア クセ ン トの位 置 を 示 して い る)。Sakoda&Siegelの 表 記 法 で はJOL
の弾 き音 に 大 文 字 のDを 使 っ て 次 の よ うに説 明 して い る。Herewe'11useacapita1'D'toshowthis
sound.It'sfoundinsomePidginwordsofJapaneseorigin,suchaskaDai`spicyhotラorkaDate`karate'.
(2003:21)。 今 回 の調 査 語 彙 の うち 、語 頭 の`Tenkon"「 蓮 根 」に も語 中 ・語 末 の``warabi"「 蕨 」、
`teriyaki"「 て りや き 」
、"shirl"「 汁 」、"oshare"「 お 洒 落 」、"maguro"「 鮪 」 の す べ て に 弾 き
音 国 の使 用 が確 認 で き た。
4.3.ガ 行子音
ハワイ英語のJOLに は、いわゆるガ行鼻濁音回 がみ られ ない。これは、一般アメ リカ
英語の影響で消滅 したのではなく、そもそも 日本か ら伝わっていないか らであると考 え
られる。確かに、100年 前の東京方言な どでは鼻濁音が著 しく用い られていた とされて
い る。 しか し、ハ ワイ における日本語 の基盤 となったのは、福岡 ・山口 ・広島の各方言
であ り、 これ らの方言には鼻濁音 が存在 していなかった(平 山1992)。 そのた め、東京
方言を含む一部の 日本語方言でみ られるガ行鼻濁音 は、ハ ワイ には伝わってお らず、今
回調査 したハ ワイ英語 のJOLに もみ られなかったのだ と考えられ る。
実際の調査でも、"aburage"や`amdagi"な どに含まれ る!g/は[abu㎎e]や[amdagi]の よ うに
[g]で実現 し、鼻音化 は していなかった。 さらに、"arigatou"「あ りが とう」、"nigiri"「握 り
寿司」、``ugUisu"「うぐいす」、"omiyage"「 お土産」、"imazegohan"「 混ぜ ご飯」などに含ま
れ る/g/も同様 に、回 ではなく[g]で発音 され てい ることを確 認 した。
4.4.タ 行子音の語 中の弾 き音化
前述の ように、アメ リカ英語のカジュアル な発音では、母音に挟まれた歯茎破裂音似
/d/は弾き音化す るとい う現象が広 くみ られ る。ハ ワイ英語のJOLの 中には、この影響を
受 けず に〃本来の歯茎破裂音 を保 ってい る単語がある。"geta"「 下駄」は['geぜa]であ り、
母音間の〃であっても、"writer"[Jaif司や"getajob"[gεra(ちab](仕 事 を探せ)の よ うに弾
き音化 しない。すなわち、後者 の単語 は"gdajob"[getha(七ab](下 駄の仕事)と 同音にはな
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らない。
ハワイ英語ではhanabatadaysと い う表現がよく使われ る。歌謡 曲のタイ トル にも、政
治家が再選活動のテ レビCMで も使ってい る表現である1。意味は 「幼年期」であ り、語
源は 日本語 の 「鼻」 と英語 「butter」の混合形で、 「バターの ような とろとろ した鼻水を
垂 らす少年」のイ メージに由来す る。hanabatadaysの 発音は[hanabaradeiZ]と な り、アメ
リカ英語の音韻現象に従 って、母音問の歯茎破裂音が弾き音化す る。インフォーマン ト
はこの単語 とhanab翫a(単 独語)の 両方 を2回 ずつ発音 しているが、いずれ も[hanaba
ta]のような発音は実現 しなかった。
Buddhahead[bu(bhεd]は 一般話者の頭の中で、buta-headと も結びついている。Buddha-head
は 「仏陀の頭」ではなく、buta-head「豚の頭」に由来す るとい う民間語源説がある。このよう
に[t]と[d]が関係する(交 代する)の は日本語の清音 と濁音の関係である。 とい うことを考え
ると、buddhaとbutaが 交代 しているのであれば、それは日本語が媒介になっていると考えら
れる。 ところで、Buddha-headとbuta-headが 英語において、混同される一つの可能1生は、両
方が(一 般英語でよく起きるような)「弾き音化」を起こしたときである(上 記の§42参 照)。
実はBula-headと い う変異形 も存在する。これはbuddha-headの 語中歯茎破裂音/d/が弾き音[r]
として発音されているとい う証拠である。すなわち、音声学の専門的知識のない話者が[f]を
表す文字 として、歯茎接近音国として発音されて しまいそ うな`ギ'を拒否 し、"1"の綴 りを選択
していると思われる。
4.5.「 ツ」の発音 と音節境界
ハワイ英語のJOLに おいて、 日本語の 「つ」に由来す る発音は基本的に[tsu]として保
たれてい る。今回のKentSakodaの 録 音調査では、語頭の[tsu]は日本語 らしく発音 されてい
ることが確認できた。すなわち、「津波」を表ず 聡Ull㎜i"[tsu.na.mi]や 「ツブ貝、アマオブ
ネガイ」を意味す る``tsubu"[tsu.bu]、「漬け物」の"tsukemono"[tSke.mo.no]な どの語頭の
圖 は[s]にな らず 、破 擦音 のままで発音 されている。語 中の 「ツ」は どうであろ うか。
"apurupantSu"「 カバーオール」が[a.pu.ru.'pan∫tSU]と発音 されてお り、 日本語の1tSu/とい う
破 擦音が保たれてい る実態が確認 できた。同 じように"atsui"「暑い、熱 い、セ クシー」に
おいても、[a.tsu.i]の発音 となっていた。
「ツ」が入 っている 日本語起源借用語の発音は、ハ ワイ英語 と一般 アメ リカ英語では
異なるのである。Long2016で 示 したよ うに、一般アメ リカ英語においては、"tsunami"の
語頭 に摩擦音の[s]が使 われて、[sunami]と なるが、ハ ワイ英語話者の発音では、語頭の破
1ハ ワイの ミュージシャ ンDaveDunawayとAlbert"Baba"Akionaか らなるバ ン ド㎞uaの1998年 の 曲
HanaButtaDaysはhttps://www.youtUbe.com/watch?v=9pJb53CHUZIで 聞 ける。 ホノルル のMu血Halmemann
市長 がhanabatadaysと い う表現 を使 う再選活動CMはhtΦ://www.youtUbe.com/watch?v=OD4dNeFB3qU
でみ られ る。 現在の情報化 時代 において、 こ うしたインターネ ッ ト上 の情報 は地球上の どこか らで もア
クセ スでき るのは便利 である。 しか し、情報が多す ぎて整 理が付か ない ため、 自分の研究テー マ と関連
す る情報 を見つ けるには困難 な時代で もあ る。 これ らの動 画の存在 を知 ったの も現地調査 がきっかけで
ある。情報化 時代に も地道 なフィール ドワー クの不可 欠 さを改め感 じさせ る出来事であ る。
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擦音がはっき りと表れて[tsunami]と なる。一般アメ リカ英語の音配列規則によって、語
頭に[ts]が立たない ことは知 られているが、ハ ワイ英語 には こうした規則がない。
一般 アメ リカ英語において`ts"で始まる語の借用方法 は
、借用元の言語 によってそれ
ぞれ異な る。日本語起源 の``tsunami"は無声歯茎摩擦音[s]となるが、ロシア語起源の`Ctsarse
(ツァール)は 有声歯茎摩擦音 を用いた[zar]と な り、バ ンツー語 起源の"tsetSefly"は
[trt.sI.flal]や[t£t.sI.flal]のよ うに、語頭 の子音 を無声歯茎破裂音 の[t]に置 き換 えている。[ts]
が語中に現れ る場合は、音節境界を変 え、「ごまか した発音」(Trudgill1986の 言 うfUdging)
を使 うことで原音 に近 い音 を再現 してい る。 上で見た 、バ ンツー語起源借用語 で も
[tSe.tse]とい う語の音節境界を変更 し、[tlt.SI]として発音 している。
ハ ワイ には一般アメ リカ英語の諸変種 が母語 となっている米国本 土か らの移住者 も
住んでい るが、彼 らの問でこのJOLの[tsu]は どのよ うに扱われ るのであろ うか。大衆向
けの(言 語学者 の専門書ではない)本 に興味深い記述がみ られ る。結論か ら言 うと、上
記の 「ごまか した発音」がみ られる。これが"atSui"にみ られ る。アメ リカ本土の話者が発
音 しても、[atsui]のよ うに 日本語 らしく聞こえるが、音節認識が 日本語 と異なるのである。
PidgintodaMaxHanaHouと 言 う本 は米国本土か らの観光客 を文橡 に したハ ワイク レオ
ール英語の漫画付 き解説書である。そ こに"atsui"が 「暑い、セ クシー」とい う意味で提示
されてい る。素人向けなので発音 を表すのに国際音声記号は使 っていない。その中で、
"atSui"の発音が 「otSOOee」 と表示 されてお り
、IPAで 書けば[at.'su.i]のっ もりだ と思わ
れ る。一般 アメ リカ英語 において 「音節頭にtsuが 来てはいけない」 とい う音配列規則
が存在す るが、[aしSU.i]のよ うに音節境界をず らす ことで 「ごま した発音」にな り、ハ ワ
イ英語の[a.tSu.i]とさほど変わ らない発音ができるのである。
単語 によって語 中の`fS"が/s/に変化す ることもある。同 じ米国本土観光客向けのpidgin
todaMaxと い う本 に"apurupantSu"「 カバーオール」 とい う項 目が載ってい る。発音表記
が 「ahpoodooPONCEoo」 となってお り、[a.pu.ru.'pans.u]を表そ うとしていると思われ
る(3.2.で 説明 した ように、ハ ワイ英語JOLは ラ行子音 を歯茎接近音[J]ではなく弾き音[r]
として発音 してお り、この本ではその弾き音を"♂で表 している)。 この本の著者は米国本土
(ネブラスカ州)の 出身 とい うこともあり、語中でも音節頭の[tsu]が[su]に聞 こえた状況を反
映 していると思われる。
4.6.「 ブ 」 と 「ボ 」 の 混 交
ハ ワ イ 英 語 で は 日本 語 の 「か ま ぼ こ 」に 由 来 す る 単 語 に はkamabokoと ㎞abukoの 変
異 が み られ る。 ハ ワ イ で 出 版 され て い る2種 類 の ピ ジ ン辞 典PidgintodaMaxとDaKine
Dictionaryに もハ ワ イ 食 文 化 に 関 す るPupustodaMaxに もkamabokoと い う綴 り しか 出
て こ な い 。 一 方 、今 回 の イ ン フ ォ ー マ ン トKentSakoda氏 にkamabokoと い う綴 りを 見 な
が ら も 発 音 が 明 らか に[kama,buko]の よ うに 最 初 の"o"が[u]に な っ て い た 。
ハ ワ イ 英 語 で はkamabukoと い う綴 り もみ られ る。 イ ン タ ー ネ ッ ト上 で も こ の 傾 向 を
観 察 す る こ とが で き る。自称 「移 住 した ハ ワ イ 住 民 」の 食 べ 物 プ ロ グ(AnEx-PatKama'aina
exploresf()odinSanDiegoandpointSbeyond)で は 「か ま ぼ こ 」 が3回"kamabuko"と い う
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綴 りで出て くる(Kurashige2005年5A27日;8.月1日;10.月19日)。 また、ハ ワイの出
版社BessPressか ら出てい るPupusPlus(pupuは ハ ワイ語で 「食べ もの」)と い う料理本
にもkamabukoと い う単語が登場す る。1ヵ 所 のみであれば ミスプ リン トの可能卜生も考
えなければな らないが、3か 所(Fu㎞da2004:56頁 に2回 、58頁 に1回)確 認 したが、
kamabokoと い う綴 りは1回 もみ られない。ハワイ英語にお けるkamabokoとkamabuko
の変異は、上記 で見たboboraとboburaの 変異 と関係があるか もしれない。一般英語に
おいて、母音の通時的変化や地理的変異が激 しいが、bokoか らbukoへ の変化 には英語
が関与 してい るか どうは現時点では不明である。
4.7.語 末の工段母音の音配列規則による変化
一般アメ リカ英語には、語末に[e]が立たない とい う音配列規則が存在する。但 し、ス トレ
ス(強 弱アクセン ト)が最後の音節に置かれている場合や1音 節語の場合は例外であ り、play,
risqu6[ris'kei],cliche[kliJfedi,souMe[su'flel]などでは語末に[ei]が現れる。この音配列規則が存
在するために、「空手」は一般アメリカ英語では語末の母 音を[e]から[i]に変化 させて[ko'radi]
とせ ざるを得ない。ところが、ハ ワイ英語においては、この規則がな く、今回の調査で録
音 した音声で も、"karate"[ka'fate]や`bakatare"[baka'tafe]の よ うな発音がな されてい る
ことが確認できる。一方、標準 日本語では長音 として実現 される"sensei"や`senbei"の 語
末音は、標準 日本語のよ うな[sensel]、[sembe:]で はなく、[sensei]、[sembei]が実現 してい
た。これは西 日本方言が関与 している可能性 も高い。
4.8.母 音の無声化
標準 日本語 と同様、狭母音が無声化 している単語 もあれば、無声化 していない単語 も
ある。後者 の例 はた とえば、[hanaI㎞so]。 強弱アクセン トの位置が、無声化の妨げの要因
になっていると考えられる。 しか し、ス トレスの置かれていない音節の場合、母音の無声化
が起こる単語は少なくない。fUkUgi[fU'kUgi](木 の種類や)やfUkusa[fU'㎞sa](献 紗寿司)
は共に母音が無声化 している。
一方、me㎞so(目 糞 、 目や に)やmimikuso(耳 糞)は 今回の録 音調査では両方 とも、
明らかに無声化 しない母音でそれ ぞれ[me1㎞so]と[mimi'kUso]に なってい る。 日本語で
は、東京方言な どでは母音の無声化が著 しいが、ハ ワイ移 民一世が多 く話 していた西 日
本諸方言においては、母音が無声化す るとは限 らない。平山(1992)は 福岡方言を 「無声化
の 目立っ方言」に含 めているのに対 し、広 島方言 と山 口方言 は 「無声化の 目立たない方
言」に含 めている。 「無声化の 目立つ方言」の話者 と、 「無声化の 目立たない方言」の話
者がそれぞれ移住 した先のハ ワイでは、どち らの特徴が優勢にな り、残 ることも可能だ
っただろ う。 しか し、無声化が起 こらない もう1つ の言語である英語の存在 によ り、無
声化 しない とい う特徴が優位 に立った可能性 が想定で きる。
今回のイ ンフォーマ ン トにみ られ る母音 の無声化 の実態 を考 えると単語 アクセ ン ト




借用元の 日本語で促音が入 っていた単語が、ハ ワイ英語 で どのよ うに発音 されるかは、
音韻論的条件 によって異 なる。具体的には、摩擦音の場 含は促音の よ うな 「二重子音 」
が表れ るが、破裂音の場 合は促音 と非促音の問で揺れがある。例 えば、「バタバ タしてい
る様子」を表すオノマ トペgassagassaは[gassa'gassa]と なる。 これは摩擦音 の場 合には
子音が 「引き伸 ばされ る」が、破裂音 の場合 には子音の開始時間が 「遅れ る」か らであ
る。つ ま り、摩擦音の促音の方が英語の音韻配列規則 に馴染みやすい。英語で"putten"や
"pickcotton"の ように破裂音 の連続 を丁寧に発音する と
、[PCtten]な どとな り、それぞれ1
つ 目の〃やneの 「開放」(release)が行 われて しま う。これ は、 日本語の促音の発音 とはか
な り違 う。一方、"missseven"の ように摩擦音 の場 合は、 日本語の促音にかな り近い発音
が聞かれ る。
インフォーマン トのKentSakodaに 、二重子音のある表記gassagassaと 二重子音のな
いgasagasaの 両方を提示 し、その違いを尋ねた ところ、基本的 には同 じであると答 えた。
しか し、その直後、よ く考えてみ ると違 うと訂正 した。 このことは、促音 と非促音 の違
い をSakodaが あ る程度知覚できるとい うことと、両者には音韻論的には違いがない と
い うこ とを示唆 していると考えられ るのではないか。Sakodaは この他 にも、attaatta「あ
った、あった」、nappa「 菜っ葉」、tekkamaki「 鉄火巻 き」な どで 日本語 の促音 のよ うな発
音 を見せた。Sakodaが 促音 を発音できることには、Sakodaが 日系人であることが強 くか
かわっていると考 えられ る。非 日系人の発音では基本的に促音は実現せず、その影響 を
受 けてか、表記 か らも二重子音が消 えてい る例が複数見つかっている。
4.10.母 音長短の区別
標準 日本語において、母音の長短は音韻論的に対立す る。一方で英語 の場合 には、母
音の質 に音韻論 的な対立(弛 緩母音、緊張母音な ど)が あ り、継続時間は音韻論的に意
味 を持 たない。 では、 日本語起源借用語が英語で発 音 され るとどうなるか。以 下では、
ロング他(2015)で 挙げた例 を報告 し分析す る。そ こで既に扱 った語 の中には、関連す る
新 盾報が見つかった ものもある。
まず、今回baachan['baatfan]とbachan['batSan]は 明確に発音 し分 けられている録 音を
録 るこ とがで きた。 さらに、両者 とも 「後ろか ら2音 節 目」に強勢が置かれてい る。反
対にaburage「 油揚げ」は、 日本語の 「aburaage」 における3拍 目と4拍 目が長音 にな
るのではな く、融合 して1音 節化 した結果、はっき りと4音 節で[abu'rage]と なってい
た。この音韻論的認識が文字にも表れ、スーパーで見る商品表示 にも 「abrage」と記 され
ている。
なお、長音 を持っobaachan[o'baatJan]やojiichan[o'Cigiitfan]と 、長音 を持たないobachan
[o'batSan]、ojichan[o'(t]ittan]を 今回の話者が音韻論 的に区別 してい るこ とが分かった。
また、ozoni「お雑煮」、sato「砂糖」、shiitake「椎茸」はそれぞれ、日本語 と同 じ箇所 に長
音が認 められた。yokan「 羊ii蓬」では長音が一切実現 してお らず 、反対 にshoyu「 醤油」
では全ての母音が長音 として実現 していた。 日本語では長音 として実現す るものが実現
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以下の表3で は、 日本語の特徴が保たれている場合は、左の 「日本語の特徴」と真中
の 「ハワイ英語JOLの 調査結果」の両方に網掛けをしている。英語の影響を一部でも受
けている場合は、右の 「一般米語で予想 される発音」と 「ハワイ英語JOLの 調査結果」
の両方に網掛けをしている。





1.「 フ」 の 子 音 [φ] 国 国
2.ラ行子音 [f] [f] [J]




























8.母音の無声化 あ り、無 し 無し 無し
9.単語 アクセ ン ト(高 低
か強弱か)
高低 強弱 強弱
10.モ ーラか音節構造か モーラ 音節 音節
以上で、ハ ワイ英語の実態 を考察 してchickens㎞ 嶋 肌)やgoshishi(小 便す る)、ume
(梅干 し)、andangi(サ ーターアンダギー)の よ うな単語は よそか らハワイに移 り住んだ
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